
                        平成２８年１２月１３日 

 

報 告 書 

 

 那須塩原市議会議長 中村 芳隆 様 

 

             那須塩原市議会 第１班 班 長 大野 恭男 

                         記録者 佐藤 一則 

                              

 

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  平成２８年１１月１４日（月）午後２時００分～４時００分 

２．会  場  ハロープラザ 

３．担当議員と役割 

       【担当議員】 

        大野 恭男（班長） 

        眞壁 俊郎（司会者） 

        松田 寛人（定例会の審議内容・結果について報告） 

        相馬 剛 （議会活性化検討特別委員会報告） 

        星  宏子（放射能対策検討特別委員会報告） 

        齋藤 寿一（総合計画審査特別委員会報告） 

        佐藤 一則（記録） 

        人見 菊一 

        金子 哲也 

 

４．参 加 者  市民１０人（男性７人、女性３人） 

 

５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり 

 

６．報告会の運営について 

・ワークショップ形式を更に勉強し、より多くの意見を引き出す。  

・各テーマに意見をまとめ、班別に発表して解り易かった。  

・テーマに対して、予め調査して資料を豊富に準備したほうが良いのではないか。  

・テーマを絞り、そのテーマに沿った会場、対象者を決めてみてはどうか。  

・広報車を運行するに当たり、もう少し工夫してみては。  

（人の集っている所：スーパー、コンビニ等。） 

・特別委員会の報告について、審議した事案がない委員会も、その旨を報告したほう 

が良いのではないか。  

・市民が様々な意見を発言する中で、時間配分等を概ねコントロールできたの  

ではないか。  



議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】          No. １  

 

■第８回（平成２８年１１月開催）             会場 ハロープラザ 公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会 

審議結果 

○黒磯那須共同火葬場組合の料金統一の規約変更につ

いて、合併して１０年経過するが、その間一度も審議さ

れなかったのか。    

    

 

 

 

 

 

 

○その通りです。慎重に検討した

中で改定となった。 

議会活性化

検討特別 

委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画 

審査特別 

委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】          No. ２  

 

■第８回（平成２８年１１月開催）             会場 ハロープラザ 公民館 

意見交換 意 見 ・ 要 望 回 答 内 容 

共通テーマ 
①加入者が減少している。   

②若い人は、人間関係が面倒くさい。  

③班長になると忙しくなり、班長をやりたくないので自

治会に加入しない。    

④アパートの多い地域は、ほとんど自治会に加入しな

い。      

⑤自治会に加入しなくても困らない。  

⑥転出者が多いので自治会の加入者が減少していく。 

⑦地域的に災害が少ないので、自治会に加入しなくても

困らない。     

⑧自治公民館の老朽化が進んでいる。  

⑨公共交通の不足が原因で、人口流出し自治会加入者が

減少しているのではないか。   

⑩自治会に加入していないので、清掃活動に参加できな

い。      

⑪自治会に加入していると、いろいろな人と顔見知りに

なり、意見交換ができる。  

⑫自治会に加入していると、伝統芸能の行事が沢山あ

り、絆が深まる。    

⑬自治会に加入すると、地域の人の温かみを感じる。 

⑭高齢者が多く、その人たちが施設に入居してしまい自

治会の加入者が減少している。   

⑮若い世代は、自治会費が負担になり、加入のメリット

がないのでは。     

⑯地域見守隊や協力隊を作り、皆で支えあうシステムを

作ってはどうか。    

⑰住宅過疎地では、自治体加入が難しいのではないか。 

⑱自治会長を班で輪番制にしている所では、会長になり

たくないので加入しないのではないか。  

⑲自治会の目的がしっかりしていないから加入率が少

なく、自治会離れがあるのではないか。  

⑳老人会と生きがいサロンを市で推進しているが、補助

金に差があるので老人会を抜けて、補助額の多い生きが

いサロンに入会する実態がある。   

㉑老人会と生きがいサロンを一本化することも大事で

はないか。 

 



 
㉒さくら市では、加入率の少ない自治体を合併して、合

併した自治会に奨励金を給付している。  

㉓宇都宮市では、自治会加入率１００％の自治会もあ

る。    

 

 

○その自治会に研修に行っては

どうか。 

班テーマ 

（箒根地区

を元気にし

よう～何で

も伺います

～） 

①商店が少なく、買い物が不便である。  

②空き家が増えている。    

③公共交通の充実が必要である。   

④若い人の就労場所が少ない。   

⑤生活圏が高速道路で分断されている。  

⑥高齢化が進み限界集落化している。  

⑦資源が豊富で歴史がある。   

⑧自然が豊かで美しい。    

⑨地域の中で人の交流がある。   

⑩有数の水田地帯の米と塩原温泉の良質な泉質をアピ

ールしてはどうか。    

⑪花の里、ホタルの里を形成推進してはどうか。  

⑫良質な牛乳の生産量が非常に高いので、それをアピー

ルしてはどうか。    

⑬定住促進のため農地付き宅地を造成計画してはどう

か。     

⑭学校に地域の人が来られる教室を作ったらどうか。 

⑮小規模特認校の問題の早期解決。(統合するのか、し

ないのか)     

⑯金沢にはリンゴ園やキウイ園があるので、ふるさと納

税の品にして売り出したらどうか。 

⑰合併前に関谷まちづくり計画があったが、見直される

ことなく、そのまま経過していることが多いのではない

か。      

⑱南公園にバーベキュー施設を作ったらどうか。  

⑲もみじ谷大吊橋へのアクセスとして金沢側からの道

路を整備して、交通渋滞を解消してはどうか。 

⑳もみじ谷大吊橋は恋人の聖地になっているので、もっ

とアピールしてはどうか。   

㉑文学散歩路をＰＲする。   

㉒民泊計画や箒川を整備して遊歩道にしてはどうか。 

㉓「イチから住」という番組で箒根地区の魅力を発信し

てはどうか。    

㉔高齢者のサロンが活発になると良い。   

㉕フィルムコミッションを導入してはどうか。  

 

 



その他 
①プレミア商品券の平成２７年度の補助金は、商工費で

１億 850万円だったが、平成 28年度も同様か。 

②プレミア商品券が今回即日完売しなかったので、新聞

折り込み等でチラシを配布しているが、利用期間が 3カ

月ということを知っていたか。   

③プレミア商品券の利用期間が分かっていれば、購入す

る人、しない人がはっきりするので、来年以降検討して

欲しい。     

④プレミア商品券の参加事業所によってポイントが付

かないところもあるが、ポイントは、つけて欲しい。 

⑤国道 4号線や駅から離れた地域の人たちに手厚い保

護はないか。     

⑥那須塩原市立地適正化計画(素案)で住宅街から離れた

地域も見捨てないで欲しい。   

⑦市には城跡が８か所あり、黒磯地区に１か所、塩原地

区に７か所あるので、その資源を活用して欲しい。  

⑧市内の多種多様な動植物の資源を活かして欲しい。 

⑨若い人に対する政策も良く検討して欲しい。  

 

 

 

 

 

 

       

 

 

○知っていました。 

 




